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 わたしには、ひいおばあちゃんがいます。年は、八十七さいです。ひいおばあちゃんは、

わたしがあかちゃんのころ、よくだっこしてくれていたそうです。 

「ひいおばあちゃんがだっこすると、ふしぎとなきやんじゃうんだよね。」 

と、おかあさんが話すことがあります。 

 ひいおばあちゃんは、やさいをつくったり、すいかをつくったりすることがじょうずで、

おにわでたくさんつくっていました。夏になると、ひいおばあちゃんがつくってくれたす

いかをおにわでたべたことをおぼえています。わたしが「おいしい。」というと、「よか

った。たくさんたべな。」とえがおでいってくれました。 

 ひいおばあちゃんの目が、なん年か前からすこしずつ見えなくなってきました。りょく

ないしょうという目のびょうきだと、おかあさんがおしえてくれました。一年前からは、

ぜんぜん見えなくなってしまいました。トイレに行くとき、かべやものをさわりながら行

きます。たまに、頭をドアにぶつけてしまうことがあります。ごはんをたべるときも、こ

ぼしてしまうことがあります。まえみたいにやさいをつくらなくなったので、そとに出る

こともすくなくなってしまいました。いえの中で一日中ラジオをきいていて、元気がなく

なってしまいました。そして、わたしのかおをもう一ど見たいな、となんどもいっていま

した。 

 わたしは、目をつぶって歩いたことがあります。一人ぼっちになったみたいで、こわく

てすぐに目をあけてしまいました。ひいおばあちゃんは、いつもこんなかんじなんだなと

思うと、なにかてつだってあげたい気もちになりました。 

 ひいおばあちゃんがげんきになるために考えたことは、音読のしゅくだいをきいてもら

うことです。ひいおばあちゃんはものがたりがすきで、よみおわるとうれしそうなかおで

はくしゅしてくれます。たまに、かんそうもいってくれます。ひいおばあちゃんがすきな

お話のときは、二かいよむこともあります。そのほかに、ごはんをはこんでメニューを教

えてあげます。おはしを手にわたして、おちゃわんを手にのせてあげます。トイレに行く

ときは、手をひいてあげたりします。だんさがあるところは、こえをかけたり、ゆっくり

歩いたりして、ころばないように気をつけます。 

 わたしは、ひいおばあちゃんがにっこりわらってくれるかおが大すきです。わたしがな

にかおてつだいをすると、ひいおばあちゃんはとってもうれしそうに、にっこりわらって

くれます。ひいおばあちゃんの目のかわりになれるようわたしにできることをもっと見つ

けたいと思います。そして、ひいおばあちゃんの目が見えるようになるまで、ずっとつづ

けていきたいです。 


